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ひ
.ょ
う
な
方
向
が
：、
.
庄

迫

し

て

き

た

消

費

経

済

，に
，対 

す
.る
国
段
の
不
满
の
目
を
将
来
の
會
望
；に
向
.け
1

せ 

る
.こ
と
に
な
る
。
と

■う
■い
う
.ソ
ビ

.エ

ト
.に
.と

つ
て
有

 

•利
な
提
案
す
ァ
メ
リ
ヵ
.側
.が
.
ま
と
.■も
に
_受
け
て
立
.
つ
. 

こ

と

は

，一

見

奇

妙

で

あ

る

。

ァ

..メ
リ
ヵ
.に
お
け
る
ソ 

述
研
究
家
の
中
に
は
、

こ
の
ょ
う
な
意
味
で
ソ
述
の 

挑
.戦
を
無
視
す
.る
.人
.も
'い
：る
。

あ

る

人

々

は

、

.経

済 

ぃ
競
争
の
比
較
は
、
' 

成

畏

率

の

高

さ

で

決

め

-ら
れ
る
べ 

■■
:
き

で
.なV

、：，；

国

民

：の
；福

祉

に

：
よ
っ
そ

：

決
す
；'べ

き

せ

あ 

る
.

A
J

考
え
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
ソ
述
の
挑
戦
に
乘 

づ
，て
：ア
メ
;>

ヵ
あ
_

民
.生
活
：そ
の
务
9

の
パ
;
ラ
、シ(

ス 

を

く

ず

し

，て

し

ま

う

こ

.
と
を
薆
え
て
い
る
。
し
か
し 

沈
黙
は
ま
た
逆
に
.
ソ
述
の
思
う
所
で
あ
る
.か

も

し

：れ 

な
い
。
と
す
れ
ば
経
疥
競
争
と
は
そ
も
何
も
の
で
あ 

る
が
.を
む
1>

.ろ
公
衆
の
面
俞
^

さ
ら
け
だ
し
た
方
が 

よ
.
い
と
い
う
こ
と
に
な
.る
。

,

ァ

ノ

リ

力

議

会

：の

米

：ソ
比
敕
一
の
研
究
は
本
書
：が
三 

度

目
；

(

-_
.

九

耳

苏

年

以

：来

隔

年

)

.
で
あ
り
、
そ
の
研 

究
の
深
さ
：に
お
い
て
も
ま
こ
と
に
深
ぃ
も
の
が
.あ 

る
。
類
書
は
数
多
い
が
本
書
に
す
'
ぐ
る
も
，
'のはな
 

い
。
論
点
の
::

一
：つ
は
、

ソ
逨
の
成
長
の
早
い
こ
と
は 

認
め
る
が
、
農
業
：,.
'

住

窀
V

消
費
財
な
ど
困
難
が
：あ
■ 

る

こ

と

。

第
：一

1

に
技
術
，座
産
様
^

経
営
方
式
に
お 

け
る
社
会
主
親
的
方
法
が
是
正
さ
る
べ
き
こ
と
0

第
：

.

与
に
ま
民
生
话
水
準
で
：：

'/

連
^

；

^

メ
-
^
.
.ヵ
：；.の
.

:1
^

 

に
す
ぎ
な
，
い
こ
と
。

 

: 

こ
の
ょ
ぅ
な
主
張
に
対
す
る
ソ
連
側
.の
反
論
も
ま 

先

併

読

：
さ
ー
机
：
た

方

- #

ょ(

ぃ
_

<

1

^ソ

セ

経

済

，
臻

争

」

大
 

(

時

事

：
通

信

社

：
：
，
：
昭
和
一
一

s

¥ :

八

月

一

'
日
 

刊

：,
：A
; 5
1

,

六

古

四«

-

-
.、

o :
o :

〇
m

)

：
. ：

」

;.
:,ベ 

.
丨加
藤寛
丨

。へ
野
.ロ
祐
へ
'

:
;»
/,
:
.
:
:

'『

日
本
資
本
生
義
経
營
I ;(

f ;

篇)

'

,
:ン
日
本
資
本
主
：義

の

巍

遽

史

攸

猶

究

：

.は
、
べ
既
；に«
1> 

;
;歴
典
と
伝
統
%-
-
;:
%

ち
''
>
へ
日
本
の
特
質
究
明
を
中
心
と
へ 

::
す

る
#

造

汾

析

の#
.
で

は

か

な

：ク
の
.
成

泉

を

：あ

げ

て 

は

来
^

か
、
：.そ
の
.資

本

主

義

と

し.て
の
.
ィ

カ

一

一

ズ

，
ム 

C

と
く
に
大
正
.期
以
降〉

の
動
撒
的
把
握‘

Q
:

 

.
_
で

■
は 

:

決
し
.て
滴
足
す
ベ
き
^

の
で
は
な
く
、

.
こ
の
種
餘
夂 

.
は

暴

ゃ

、
遽

の

，逋

；史

的
.

概
説
史
的
形
式
を
脱 

S

し
て
、
，
個
別
：問
題
史
的
研
究
、

あ
る
い
は
鹿
業 

:史
；
.

経
営
史
乃
至
政
策
史
的
掘
下
げ
を
必
要
：と
す
る 

，時
期
に
来
ズ
い
る
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。
発
逹
史
：研
究 

の
.
こ
ぅ
し
.
If
c

fe

期

に

お

い

.

.
て

本

書

が

..書
か
.
れ

..た
と
と 

は
、
.研
：究

上

：
.の
従
来
の
盲
点
の
'
;
.
r
_
_
.
つ

を

捉

え

た

も

，の

.

六
.
六

-

o

i

c

; ^

し
：て
.
意
義
が
：深

い
-'
-

0
,

'
,
.
.
,
.
.

>

-
> >

わ
^

ぶ
経
営
史
：の
本
来
：の
課
題
の
何
た
る
か
は 

)

別
ど
ー
し
て
、；：本

書

ゅ

、
白

本

資

本

主

義

苑

遠

史

':の
榴 

造
分
析
の
成
來
の
上
に
立
マ
て
、

-
し
か
i

-7

メ

？V

力 

経
営
■史
の
.，機

能

的

分

析

を

最

大

限

：摂
取
し
’

新

し

..い 

.
:視

角
^

4

.
で
親
：
_ー: %
,は

が

る

^
;
と

を

意

図'
し
て
お 

X

.

そ
；の
分
浙
視
濟
乃
：至

截

述

方
.法
に」

お
.い
て
'
は
、

.

第」

'^-
、
シ

資

本

蓄

猜

必

観

冷

か

ら

旧

本

勿

経

営

の

萌
 

:

芽
'
，
生

：
成

；

‘

発
靡
の
：過

程

を
明
ら.か
に
し
、
第二 

:n
.
.
そ
：の
経
：
: #

涂
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
の
な
か 

.

に

位

置

；
づ
；
付

、

：
第

.—
1

に

は

、.,,
名
ら
に
具
体
的
に
主̂
 

產
業
部
門
別
の
經_
営
：の
特
質
：を
分
析
し
、
.

最
後
に
、：

；

f

門
め
を
_

の
畠
胄
罾
理
の
性
格
を
動
態
的
に把

：. 

握

す

る

、-/
い

ぅ

方

御

が

贳

 

'か
れ

て
-
い

る
S

上
、
 

本

書

「

ぼ
し
が
き」

)

。
へ
そ
し
て
.
、
本
書
：の
.内
容
は
、
 

'
以
上
.の
分
析
視
角
と
'経
営
史
の
：段
階
区
分
及
び
各
段 

:階

タ

耍

約

：を
：掲

げ

だ

第

'
1
章

：<
日
本
資
本
主
義
経
常 

史

の
分
析
視
点
.

)

：'
に

次

い

で

、

第
.
—,
章

ょ

り

第

六

章 

ま
で
が
本
論
と
な
つ
て
い
る
？

'

'
'
ま
ザ
第
二
.章

(

資
本
制
企
.業

の

脾
.^)

で
は
、
資 

本
制
企
：業
の前

#
?

と
し
て
、
幕
末
.
維
新
期
の
マ
ニ 

.
ュ
フ
ァ
ク
チ
ユ

.

ァ
形
成
の
問
題
が
、
そ
の
生
産
経 

営

形
.態
及
：び

賃

労

働

等

企

業

の

基

本

条

件

と

の

関

連 

で
取
救
わ
れ
、
第
三
章

〈

資
本
制
企
業
の
患
成

.

発

辰
と
工
場
管
理)

で
は
广
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政 

策

と「

上
か
ら」

の
康
業
苯
命
に
ょ
る
資
本
制
企
業 

'

の
急
速
&-
発
躁
に
も
拘
ら
ず
、
資
本
家
の
當
識
的
な 

経
営
管
理
の
発
展
の
見
ら
れ
な
か
づ
た
日
本
の
特
質 

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
'お
り
、

こ
こ
ま
で
は
、
経
常
管 

理
制
度
の
問
題
か
ら
見
れ
ば
、，
い
わ
ば
そ
の
俞
史
的 

段
階
に
属
す
る
。
.次
1
、
.
第

四

章(

資
本
制
企
業
.の
' 

確
立
と
科
学
的
管
理)

で
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
年 

期

.
第
一
次
大
戦
前
後
に
お
け
る
⑽
古
企
業
の
発 

展
、
独
占
資
本
主
義
の
確
立
を
菽
礙
と
し
は
じ
め 

て
日
本
の
資
本
制
企
業
の
経
営
が
：確
立
し
た
こ
と
、

. 

•L
か
も
そ
れ
が
、
科
学
的
管
理
法
の
導
入
を
は
じ
め 

.
と
：し
て
、
労
働
強
化
を
中
心
と
し
た
日
求
型
双
罾
合 

理
化
に
ょ
る
も
の
：で
-̂

つ
た
こ
と
、
：第
五
章(

産
業 

合
理
化
迤
動
と
■
営
管
理)

で
は
、
，
昭
和
恐
，慌
期
に 

お

け

る

お

_集
中
と
産
業
合
理
化
運
動
の
過 

程
で
の
、
：
か
.か
.る
経
常
合
理
化
の
?t
M
、
、
経

営

管

理. 

制
度
：の
整
備.•
拡
充
と
そ
の
役
割
と
が
部
鬥
別
.に
検 

討
さ
れ
、
第
六
章
，(

ぎ
時
統
制
強
化
と
企
業
管
理)

■'
■;
 

で
は
、
第
一一

次
大
戦
を
中4

2
す
る
準
戦
時
•
戦
诗
一 

統
制
と
経
営
管
理
の
.体
系
化
，の
過
程
^

と
く
に
国 

家
独
占
資
本
主
義
の
問
題
と
し
:て
，分
析
.さ
れ
、
.
さ
ら 

に
、
戦
時
生
産
力
動
員
を
目
指
す
新
産
業
合
理
化
の 

矛
盾
が
、

戦

時
経
済
：の
'内
部
崩
壊
と
と
も
に
、
企
^

管
理
.の
面
に
ど
の
ょ
ぅ
に
.反

峡

さ

れ

て

行

く

か

が
！
！

 

明
さ
れ
ヽ
最
後
に
ヽ
各
段
階
に
ら
い
て
卜
経
営
経
済
，
 

学
あ
る
.い
は
產
業
合
理
化
の
経
営
学
的
研
究
の
動
向 

が
、
：以
上
の
現
実
過
程
に
対
応
し
て
述
べ
ら
れ
て
い

本
書
の
主
要
内
容
を
な
ず
第
四
章
以
下
は
、；
從
来
：
 

の
経
済
論
乃
至
発
達
史
研
究
の
分
野
で
は
、
日
本
に
、
 

お
け
る
独
占
の
形
成
.

発

展

及

び

；そ
の
.權
造
の
問
題
，
 

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
.も
の
で
あ
る
が
、
-
こ 

れ
-
を
、
，
い
わ
ば
経
営
の
.
外
部
か
ら
で
な
く
、.
そ
の
：内 

部

か

ら

(

と

ぐ

に
独
占
企
業
.を
対
象
.と
し
て)

、
.管 

理
制
度
の
発
展
を
逋
じ
て
見
よ
う
と
し
た
と
.こ
ろ 

に
、
著
者
の
意
図
の
斬
新
さ
が
う
か
が
わ
.れ
る
0
た 

だ
、
経
営
管
理
論
の
素
人
が
一
'
読
し
た
限
り
.で
は
、
 

戦
後
の
今
日
座
ん
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
管
理
制
度 

の
基
本
的
な
も
の
'は
、
.戚
に
戦
前
の
産
業
合
理
化
時 

代
か
ら
戦
時
に
か
け
て
、

' 

㈣
自
企
業
を
中
心
に
か
な 

り
広
く
採
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
の 

で
あ
る
が
、
当
時
の
経
営
合
理
化
は
今
日
の
そ
れ
に 

比
ぺ
ズ
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
美
炎
.
つ
て
■
い
た
の
か
、

' 

本
質
的
に
は
異
な
ら
な
い
も
.
.
.の
で
あ
--

一
た
の
か
：否 

か
、
，
そ

れ

ぞ

れ
.
の

条

件

や

基

盤

は

れ

，か

.な

.る
も
の
で 

あ

々

の

，
か

箏

々

、
-

f

し

た̂

題

へ'
の

^

懸

り

が

本
 

書

の

内

容

か

：ち

は

十

分

に

，汲

'み
と
れ
な
か
っ
た
.
こ
.と

.

.
を
.|

言
し
た
'
い
タ
.
も

マ

と

も

、

.こ

.れ

.ら
は
戦
前
•

戦 

後
の
日
本
の
独
占
資
本
の
擀
造
変
化
と
関
述
す
る
問 

題
で
あ
り
、
む
し
ろ
著
者
の
予
定
§-

れ
る「

戦
後
篇」 

に
属
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
か
ち
、
そ
の
点
の
期 

待
は
こ
の
方
に
寄
せ
ょ
う
。
な
お
、：
校
正
あ
る
い
は 

「

印
刷
上
の
ミ
ス
之
思
わ
れ
る
.箇
所
が
若
千
見
受
け
ら 

,
れ
' 
厶
©.
'
.で
：、
本
書
の
再
販
で
は
訂
正
さ
れ
る
と
と
を 

望
む
。
妄
言
を
寛
恕
さ
れ
た
ぃ
。(

御
茶
の
水
書
房
. 

.-
-

九
六
〇
年
九
月
三
0

日

刊
V

B

G
 

.ニ
三
四
直
.' 

三
一
，1
0

S

—

尾
城
太
郎
丸
丨

*

 

* 

氺

. 

'

三
ー
枝
へ
博
音

野
"

ノ

崎

一

.

^

一.
々
：
木
' 

.皮

.

...

'『

近
代
日
本
產
槳
技
術
の
西
欧
化』

.

.
:

. 

. 

■

.
■

日
本
.，の
近
代
文
化
の
形
成
を
世
界
史
の
進
展
の
中 

で
浮
彫
り
さ
せ
、
-:
西
欧
の
近
代
化
と
の
関
連
を
あ
き 

.ら
か
に
し
ょ
う
ど
す
る
試
み
は
、
從
来
は
分
散
的
に 

行
な
わ
：れ
て
来
た
に
す
ぎ
な
，い
。
そ
し
て
、

こ
の
課 

.
題
を
追
求
す
る
に
は
大
き
为
ァ
ポ
リ
ァ
が
横
た
わ
つ 

...

て
.い
.る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
西 

欧
の
近
^
似
と
日
本
の
近
伏
化
と
の
間
に

は
、
本
書 

.の
：指
摘
^

る
'̂

う
に
'大

き

.な

断

層

が
.あ
る
か'
ら
，で
あ



'

と

：
：
の
：
断

層

ね

も

'.か
，
か

わ
.ち

ず

、
；
本
鲁
は
彳
鹿
業
技
ー 

術
を
中
心
に
し

て

こ

.©

断
/»

の
実
体
を
あ
き
ら
か
に
：，
 

.し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

と
く
に
.、

採

鉱

、
.
冶

'金
，

造

船

、
：：印

刷

、

「：

幕

、
逮

築

、
：
土

木

、
：

.織
雜H

 

業
、
電
気
通
信
、
化
学
.エ

業

ク

開

招

事

業

、
，交

通

焉

：： 

CD
J

::
1

部

門
^

わ

た

づ

產

業

技

術

西

欧

化
 

:

の
あ
と
づ
け
を
行
な
-5
.
て
：：い

る

。

な

かで
も
、

m

業 

技
術
の
近
代
化
を
促
進
す
る
役
割
を
巣
し
た
瀑
入
外 

国
人f

ま
り
來
1
!
1外
入
:©

活

勤

状

祝

を

.
調

查

し

、

」

整
 

理
し
た
内
容
は
今
ま
Iで
未
開
拓
の
，顧
域
で
あ
る
だ
：け
：
 

.
に

き

わ

め

て

貴

.
重

.な

成

果

を%■
-

た
.ら

し

た

も

の

と

い 

え

よ

う

。 

.

.

.

.

. 

.

.

.

だ
が
、
と
の
よ
う
な
尨
大
な
調
雀
I

研
究
の
成
课 

，に
も
.
か
か
’

わ
ら
ず
、
，
日
本
め
近
代
文
化
.の

形

成

が

国
. 

民
の
生
活
の
た
め
の
鹿
業
と
技
術
を
基
礎
に
し
て
発
' 

展
し
て
来
た
'
こ
と
を
、
日
本
資
本
主
義
.の
樹
昏
と
関 

迹
さ
せ
.て
よ
り
堀
り
下
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
み
な 

す
こ
と
が
出
来
る
。 

.

,

本
書
は
、

こ
の
点
に
つ
.
い

て

日

本

と

.
い
う
国
柄
め 

宿
命
的
な
も
の
に
解
消
し
て
：い
る
が
、
そ
れ
•で
は
近 

代
白
本
產
業
技
術
•の
導
入
過
.程

..の

分

析

を

行

な

い

な
 

:

が

ら

も

、.
そ

れ

ら

が.導
.入
，後.日

本

に

和

いX

大

き

■く 

■

花

し

：た

换

源

を

あ

き
.ら

み

；に
：す.名

こ
'と
.諸

来

在

い
で
^

ろ
う
。
そ
れ
は
本
書
.の
も
っ
て
い
る
.
<
_
:.1

:

ゲ

'

V V

的

風

考

方

法：

と
別
窗
6

'
も

め

キ

ぱ

な

い

〒

へ、：
:

.:
:
/
;ま

：
た::
^

本

書

は

日

本

'0
:

进
枚
文
也
形
成
に
対
ず
;:
?
>
; 

外
国
人
の
寄
# :

を

大

ぎ

く

.評

価

し
.で
：
いる
^

.
は

.う

.な
 

ず

，げ

る.が

、

，と
：れ
ら

〖

の

産

業

技

術

導

入

に

照

ぬ

す

る 

•
外

人

技

術

者

の

来

日

は

：、
，
単

な

.る
西
欧
#

i
:

般
と
し 

■て
だ
け
規
制
し
得
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ 

ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、'
'本
書
.
の
中
に
も
あ
き
6

か
な 

ょ
う
に
、：
こ
の
産
業
技
術
の
.導

入

の

主

：体

者

は

、
む\ 

し
5-
日
本
の
新
興
資
本
家
層
に
あ
り
、
' 

か
れ
ら
社
、
. 

K
,
,

ロ
..，モ： ..

丨
..タ
：丨
'.の
.役
割
を
.し
て
い
るAJ...

い
ら
.
_た
ほ
.う
■ 

が
正
槌
で
.あ

ろ

う
,:
°(

東
洋
経
済
新
報
社
..
.

A
 

5

.
三 

六
四
頁
：•

一
：
、
三

〇o
rg
>

:/
-

.

丨

野

ロ

、

祐
I

• 

. 

* 

-
X
- 

.

. 

.

■ 

• 

■

.
•

.

.

.

.

.

.

.

.

.

藤

田

若

雄

著
:

:

;

;
'

ぐ
.
'f
第

-

組

.
：合

』

.'(

增
辅
版)

.

•

.

こ
：

.

：

.

_

戦
後
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
*

働
争
議
が
.お
こ 

れ
ば
必
ず
第
一1

組
合
が
発
：生
す
る
と
い
わ
れ
る
ぐ
ら 

い
、
組
合
分
裂
：の
.
問

題

は

深

刻

：で
；あ

る

が

、

と

く

に

. 

_最
近
に
お
い
て
は
、
三
池
の
分
裂
、.
民
社
觉
に
ょ
’る 

組
合
分
裂
.の
策
動
を
め
ぐ
っ
て
、
第
一
一
組
.合
©
.
問
題
、

.
枝
.
.
.

「

雇

；ク
：0
.丨
..ズ

，
ア
ツ
.。フ.
:$
.れ
.'て
き
.允
。'
.
.
.
.
,へ.
.
'
.

:

六

八

バ
5

八
八)

;
e

本
書
.は
、''
'

第
：1
1
耝

音

発

生

：の
：実

態

調

査

に

そ

く

し 

:

て
、

そ
.の

原

因

，
：
：
特

質

.：
を

明

ら

か
.
に
し

、
：
組

合

分

：裂
へ 

を

防
'<
*

ぐ.「

組

：織

づベ
.り
1-
-
の
.方

向

，
を

し

め

.そ

.ぅ
と
し 

.たf
.

の
で
あ
る
？
本
書
は
、
昭
和
三
〇
年
初
版
、
三 

，
ニ

年

加

筆

重

版

の

後

、
' 

今
度
第
五
章
を
加
え
て
出
版 

さ
れ
た
関
係
上
、
.
第
ー
五
章
を
の
ぞ
け
ば
、
と
り
扱
わ 

れ
て
い
る
諸
事
例
は
か
な
.
り
古
い
が
、一
罾
事
例
を
通 

じ
て
.羽
ら
か

に

さ

れ

て

い

る

^

輝

は

現

在

も

な

お

充 

分
考
察
に
価
す
る
.も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
.；
！
，輦

で

、

：

昭
和
一
：一
ー
¥

殳

炭

鉱

で

お

こ

つ 

:
た
組
合
分
裂
事
件
の
真
相
を
究
明
1

、
第
二
章
で
は 

こ
の
事
件
を
手
が
か
り
：に
、
他
の
多
く
の
分
裂
事
例 

を
も
参
照
し
な
が
ら
、
分
裂
.の
原
因
を
検
討
し
て
い 

く
。
主
要
原
因
と
し
て
は
、
熟
練
工
.(

壮
年
，•
年
功 

，
労

働

者

)

：と

未

熟

練

工

(

青
年
：•
ニ
截
的
労
働
者)

と
の
対
立
、
役
付
職
員
.
.
職
制
と
一
般
労
働
者
と
の 

対
*
、
，

お
ょ
び
職
員
対
工
員
の
対
立
、
あ
る 

い
は
労
働
編
成
の
単
位
間
‘
職
場
間
の
対
立
を
指
摘 

。
考

察

し

て

か

る

。

.第

三

章

では
、

か

か

る

諸

対

立

を

ぅ

み

だ

.す

基

盤 

と
し
て
、
わ
が
国
の
職
場
の
権
力
槨
造
の
特
徴=

年 

功
制
度
と
、
わ
が
国
労
働
組
合
組
織
の
#■
■

徵=

企
業 

別
*

職
工
'混

合
*

全
員
組
織
：の
偶
題
を
と
り
あ
げ
、
 

こ
れ
ら
と
_

び
つ
い
；た
企
業
意
識
、
蔚
部
主
義
な
ど

が
^

対
立
.を

I
.

層

祓

雜

..に
す

る
.
.
.と

い

ぅ
。，
'.-そ
れ
#>
:
.
. 

ぇ
、
_

題
：は
、
わ
が
国
の
労
働
組
合
が
.：

「

社
会
性
の 

強
化1

に
ょ
っ
て
企
業
の
労
働
猶
織
と
.
：の

癒

着

を

た:'
.
' 

一
ち
き
'
つ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
し
.、
：第

四

章

で..、
■
企
：'

業
別
組
合
脱
皮
と
い
わ
れ
る
方
向
を
具
体
的
に
檢
討
.
. 

す
る
。
こ

0
場
兮
著
者
は
袖
象
的
な
組
織
形
態
：の

'.
' 

比

較

論

を

：避'け
、-
一.1:

六
年
頃
以
降
の
地
域
共
關s

^

'';.'- 

功
、
企
業
別
組
令
と
.
結
.び
っ
ぃ
ぺ
た
幹
部
主
義
の
芩 

服
、
職
場
I

'

ど

地

域

闘

：争

と

：の

結

合

、
,
企

業

整

備 

反
対
に
お
け
.る

統

、
一
關
争
.な

ど

を

具

体

的

に

檢

討

す

'
: 

る
な
か
で
、
—I

社
会
性
の
域
化」

.
の

あ

り

方

，
問
題
,.

.

点
を
# '

え
て
.

：い
ぺ
'-
;
-
'
0
:- 

.

今
圆
加
鍋
さ
札
た
第
五
章
で
は
、
.'
,
最
近
の
.

王

子

製

，
 

紙
、

金
抹
齡
、

三
池
の
：分
裂
を
：ど
り
あ
げ
、

こ
こ
.に
バ 

%

す
で
.

^

み
.

た
.

ょ
.
.ぅ
.
な

対

立
.

分
裂
.
が
.，.：み
ら
れ
.

る
こ
.
.
. 

と
と
、：：.
他
面
新
.

し
い
商
と
し
ス
.

;̂

術
璀
新
に
と
ー
：も 

，な

い

第

1

一

嚳

形
.

成
の
® -

が
変
化
k

つ
一
つ
あ
る
こ
と
'.
'
'
: 

を
指
摘
し
て
'
.い
る
。

本
書
.は
、

わ

が

国

労

働

：粗

合

組

織

の

実

態

，

そ
.の

' 

直

面

し

：
て
い;:?
>
蹄
困
難
を
、
き
わ
め
そ
具
体
的

，.
多
.( 

.

.
角
的
に
考
察
し
.て
'ぃ
る
灰
.で
貴
重
.で
'
ぁ
る
。
•最
近
叫
..

ば
れ
て
い
る
企
業
別
組
合
脱
皮
：の
問
題
も
、
決
し
て
'

,

単
純
な
組
織
形
態
の
比
較
論
で
ル
済
ま
さ
れ
な
い
ヽ
の
：
 

で
あ
-?

て
、

こ
こ
に
し
め
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
報
対
，

立

..
|

|
困

雛

を

：
現

実

：
の

»

争

の

が

本

で

，
い

か

：
に

克

服

「

ぐ 

;u
w

い
ぐ
か
を
具
体
的
に
i

議

し

で：

い
：か
：ね
，ば

な

ら

： 

な
ぃ
：
o

n

と
も
、
：G
し
れ
ぎつ：'

い

で

の

第

四

章

の

検 

討
で(

は
、

V

あ
，ま

り

に

も

：具

体

的

な

誰

問

題

が

.

だ
： .

さ
れ
：
 

た
た(：

め

、

内
容
の
迤
解
が
_

_

と
な
つ
た
き
ら
い
も
. 

あ
る
1>

、
内
容
的
：：に
も
若
千
ゃ
疑
問
が
も
4

H-

唂
。
.o 

’

こ
-

で
は
問
題
.と
ぎ
れ
て
#
:
灰
い
.
於
、
,
.最

低

賃

金

制

：：
 

;

を
め
ぐ
る
，統
1

要
求
、
：
職
種
別
> 

庫
業
別
肇
を
め
一 

ぐ
る
-統
一
要
求
い
中
小
企
業
労
働
者
の
組
織
牝
^

r

 

け
る
紙
.
一

へ

粗

織

の

形

^

な
ぜ
が
、
：.
♦

i

m

#

^
皮
d 

の
問
題
と
関
#

し
：
て

充

分

.檢

討

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ 

ぅ
しS

O
O

れ

ら

の

重

：要

性

：は
と
之
忆
：現

在

o.

時
占
1
で
：ー 

は
い
.
^
,じ
，
る

し

い

の̂
は

な

，れ

ろ

ぅ.か
'.
0
.
:
.

(

日

本

：許
 

.

論

新

社
>-

5
6
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•

4
ー
夺
六
頁
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'

I

井
村
喜
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.

.
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養
正
夫
著
ン;'

'

:

-

ィ

,

,

. 

. 

.『

人
民
公
社
の
研
究』

‘

:

中

国

に

、
と

，
：
っ

て

:*「

社
会
発
廣
の
必
然
的
な
^
^
.
!
: 

(

李
：井
泉〉

：で
知
り
、「

社
会
的
蓄
«.
1

*

比
4

,
七
％
増
. 

の
大
躍
^

の
'過

稈

で

、現

わ

れ:̂'

李

當

春

、
共

^

「

燁
 

煌
的
キ
年」

上
冊
>

へ

人

良

公
社
於

、
.
世

极

ゃ

実

翰

と 

レ
て
.
報

道
.
•
紹

介

.さ

れ

る

時

代
： .

は

も
.は

や

す

ぎ.た
。

'

「

い
ま
は
そ
の
_真
実
を
把
握
'し
、
分
析
し
> .

理
論
的
に 

.

正
し
：く

認

識

す

る
'
段

階
|—(

本

書

序

、文
ソ
で

 

'あ
る
が

、

.:
■

政

社
'合
一
の
づ
こo
中

国

独

自

な

、
，
し

か

.も

新

た

な

内 

歡
を

：含

ん

で

発

辰

し

つ

；あ

る

.〃̂
-
ゑ

〃

の

研

'究
は 

ま
こ
と
に
社
会
主
義
経
済
学
、
法
学
、，
国
家
論
そ
の 

パ
他
の
集
^

成
：を
待
た
ね
ば
：な
ら
な
い
0

.
- 

.

.

.

.本
書
.
⑴
そ
の
•■
«
]
:ぅ
-な
人
m 1

公
：社
の
^
.
成

を

、
ソ
ビ
エ.
 

ト
■に
.̂
:

け
る
：農

業

集

団

化
'の

過

興

と

.比

漱

す

る

こ

と 

で
歴
史
的
、
理
論
的
栏
篇
づ
け
る
こ
：と
か
ら
解
瞅 

し
4;
;

ぅ
と
す
る
意
欲
的
な
労
作
で
あ
る
0

第
一
章
人 

:
民
公
.社
^

コ
：
ル
ホ
ー
ズ
：

.
で
、は
最
近

：

.の
'/

ビ
エ
：
ト♦

コ 

ル
ホ
I

ズ
統
合
と
.工
業
化
が
人
民
公
社
ど
結
び
つ
け 

'，
て
検
討
さ
れ
る
.が
：、

そ

れ

は

第

三

.章

の

公

社

所

有

制 

:

:の(

理
論
に
お
1>

て
取
わ
れ
；る
ソ
ビ
.
エ

ト

：

の
社
会
主
義 

:

的
所
有
の1

一
形
態
の
融
合
め
問
輝
ト
関
連
し
て
時
宜 

乾
も
：適
し
^'

ユ
二
ー
>
 

な
分
析
で
-.
&

る
。
土
地
*
法 

.

め
そ
：の
背
景
の
比
較
は
.農
村
に
：お
け
る
権
力
構
造
の 

-

煮
察
'
と
共
.
に

本

書

の

別

な

特

色

を

：な

す

。

®

日
本 

'

法
_

4

^

.

0
と
.：ル
て
の
視
察
報
普
も
骨
が
通
っ
て 

.

お
り
、
'
中

国

と

，
ソ

ビ

H

ト
を
等
門
的
：に
比
較
検
討
し 

ぅ
る
位
置
：に
あ
る
'著
者
の
，面
目
が
，輝
如
と
し
て
い 

る
。C

お
茶
：
の

水

書

房

刊
.

昭

和

三
2:

年

ー
I

;
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純
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